
 

 

 

 

 

 

尾中生の姿をみていただきました～市教育委員会訪問～ 

15 日（火）、市教育委員会の方々が本校を訪問されました。 

５時間目の授業参観後の話し合いの中で、お褒めの言葉をたく

さんいただきましたので、紹介します。 

「尾中生の元気なあいさつの声が素晴らしい。物怖じしない態 

度に頼もしさを感じる」 

「３年生の廊下にプリントが置いてあり、生徒一人ひとりの自 

己判断・自己決定に基づき、予習や復習に十分活用しているこ 

とがうかがえた」 

「全学年、明るく元気で素直である。特に男女の仲が良いのが素 

晴らしい」 

「生徒が一生懸命に掃除をしていた。怠けているような生徒は 

誰一人いなかった」 

「タブレットの活用が進んでいる。特に道徳で自分の考えを表現 

する場面では効果的だった」 

 これらのお褒めの言葉を自信にして、「自分たちで創り上げるシ

ン尾花沢中」のますますの前進を期待しています。 
 

ＪＲＣ委員会のアルミ缶回収にご協力願います 

14 日（月）の全校集会でＪＲＣ委員長の菅野胡
こ

杏
あ

さんから、

アルミ缶回収への協力が呼びかけられました。これは、空き缶を

障がい者施設や特別養護老人ホームなどで使う車いすの原料に

代えるという「福祉教育」と「環境教育」の２つの目的があると

のことです。 

 今朝もＪＲＣ委員が生徒昇降口で呼びかけをしていましたが、

目標としている量にはまだまだ達していないようです。生徒会活動であり、生徒の自己判断・自

己決定で行うものではありますが、生徒だけではなかなか難しい面もあることも事実です。 

そこで、ご家庭におかれましても可能な範囲で結構ですのでご協力いただけるとありがたい

です。期限は 18 日（金）まで、アルミ缶は洗ってレジ袋などに入れていただき、生徒に持たせ

てください。どうぞよろしくお願いいたします。 

    【文責：校長 工藤雅史】 
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ご協力をお願いします 

１年生のＪＲＣ委員の呼びかけです 


